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この報告書は、手良地区の県営ほ場整備事業により緊急発掘調査 した報告書でありま

す。

手良地区におけるほ場整備事業は、昭和52年度に中坪地区で着手されました。手良地

区での土地改良事業に伴 う発掘調査は砂場遺跡、上村遺跡、堤林遺跡、島崎遺跡等の数

多くの遺跡で行われてお ります。

土地改良事業、開発事業等と文化財保護 との関係は大変むずかしい問題ではあります

が、先人が遺 した貴重な人類の足跡は私たちが後世に伝えていかなければなりません。

この遺跡においては、奈良、平安期のものが中心的であり、住居址 6軒 と堀 2軒、竪

穴、溝状遺構等が発見されました。また、遺物の中には縄文、弥生時代のものもみられ、

永い時代を感 じさせてお ります。

この発掘調査におきましては、県教育委員会ならびに上伊那地方事務所土地改良課職

員の方々のご指導をいただき、調査団長の友野良一先生をはじめ調査員の先生方、また

地元の方々の積極的なご協力、作業員のみなさんのご努力により、ここに無事報告書を

刊行するはこびとなりました。深く感謝申し上げるとともに、この報告書が今後教育文

化の向上に活用されることを願つてお ります。

伊那市教育委員会

教育長 宮下 安人



例    言

1.本書は昭和63年度に実施 した、伊那市手良地区県営ほ場整備事業に伴 う、緊急発掘調査の報

告書である。

2。 この緊急発掘調査は、上伊那地方事務所の委託により、伊那市教育委員会が実施 した。

3。 本報告書は、昭和63年度中にまとめることが要求されているため、調査によつて発見された

遺構及び遺物をより多く図示することに重点をおき、資料の再検討は後日にゆずることにした。

4。 本報告書の執筆者及び図版製作者は次のとおりである。

0本文執筆者 友野良一 。小木曽清・寺平宏・矢島太郎 。早川宏

0図版製作者 友野良一 。小木曽清 。早川宏

0写真撮影  友野良一 。木下平八郎

5。 本報告書の編集は主として伊那市教育委員会がおこなった。

6.遺物及び実測図類は伊那市考古資料館に保管してある。
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第 I章 発掘調査の経緯

第 1節  発掘調査に至 るまでの経過

昭和63年度手良地区県営ほ場整備事業地区内の遺跡調査を委託された場合には、受託するよう県

教育委員会より市教育委員会に連絡があり、上伊那地方事務所より緊急発掘調査について委託した

い旨、市教育委員会へ依頼があった。市教育委員会では、鍛治垣外遺跡調査団を編成 し、業務を遂

行することになった。

昭和63年 6月 13日 上伊那地方事務所長と伊那市長との間で、調査委託業務の契約を締結。

昭和63年 6月 17日 埋蔵文化財発掘調査の通知を文化庁へ提出。

第 2節 調査会の組織

0伊那市教育委員会

教育委員長  山 口   豊

委員長代理  金 原 信 郎

委   員  赤 羽 芳 雄

〃    下 平   繁

教 育 長  宮 下 安 人

教 育 次 長  三 沢 貞 一

0鍛治垣外遺跡調査団

団   長  友 野 良 一  (日 本考古学協会会員 )

調 査 員  小木曽   清  (宮    田   村 )

御子柴 泰 正  (長 野 県 考 古 学 会 員 )

寺 平  宏 (四 紀 学 会 員 )

調査補助員  矢 島 太 郎  (伊那市文化財審議委員 )

織 井 与衛務  (伊那市文化財審議委員 )



第 3節 発掘調査の経過

月日         日         誌

7.12 午前中発掘器材を伊那市考古資料館より現場へ運び、テントを設営 した。調査団会を開

き、調査について討議した。

7.13 グリッド設定。U-7～ 10、 V-7～ 11グ リッド調査し、土器が出土。

14 0-11～ 26グ リッド調査。 0-25グ リッド地点において住居址を発見。 2号住居址とす

る。

16 0-25グ リッドを中心として 2号住居址を掘 り下げる。 0-15～ 19グ リッドの断面実測

及び写真撮影をする。

18 0-19～ 24グ リッドの断面実測及び写真撮影。

19 G-8。 9、 H-7.8。 9、 I-7.8。 9グ リッド調査をする。G-9グ リッド地

点に住居址を発見。 3号住居址とする。F-8グ リッド西側に堀を発見し堀 1号 とする。

21 3号住居址の掘 り下げ。テント北側の水田地帯において重機により耕土はぎをする。木

棚を発見する。

22 2号住居址のカマ ド調査、断面実測をする。

23 2号住居址の平板実測、カマ ド実測、遺物取り上げ

24 遺跡説明会、 2号住居址、 3号住居址、堀一号について説明会を開く。小雨が降るにも

かかわらず、80名 程の方々の参加があった。

25 3号住居址を掘 り下げる。

26 堀 1号の掘 り下げ。H-8グ リッドに住居址発見。 4号住居址どし重機により拡張して

調査した。F-11グ リッドにより堀及び住居址を発見。 5号住居址とする。

27 3号住居址実測遺物取 り上げ。 4号住居址実測。F-11グ リッド付近より東側へ重機に

より耕土削除し、堀 2号、 5、 6号住居址を掘 り下げる。

29 堀 2号、 5、 6号住居址掘 り下げ、写真撮影。

30 遺跡全測図作製。現場のあとかたづけ。

9。   出土遺物整理作業

3. 報告書刊行

発掘調査に参加された方々 (順不同)

池上大二、伊藤 勝、伊藤菊次、蟹沢治江、大野田英、埋橋程二、上島正延、登内かず江、酒井

とし子、大久保富美子、大野田三千代、寺平 宏、木下平八郎

発掘にあたりご協力いただいた地元の方々、直接参加された方々に厚く感謝申し上げます。



第Ⅱ章 遺跡の環境

第 1節 遺跡の位置

鍛治垣外遺跡は、長野県伊那市手良沢岡・野口地籍にある。遺跡に至るには、」R線伊那北駅よ

り、天竜川を渡り、主要地方道伊那辰野線 (通称竜東線)を辰野方面へ約 6 km進み卯の木交差点を

右折し、県道美篤箕輪線に入る。この道を東へ向かい約 3 km進 むと手良地区下手良に至り、伊那市

役所手良支所、手良郵便局、手良小学校が棟をならべている。伊那市役所手良支所の北東側一帯の

水田地帯に鍛治垣外遺跡が存在する。

手良地区は伊那市の東部に位置し、東に連なる山は高遠町と接し、北は箕輪町と接している。

本遺跡の周辺には、縄文中期の東松遺跡 、中世の堤林遺跡 、近世の上村遺跡等の存在が確認 され

ていて、本遺跡 のほぼ中央 を天竜川 に向かって瀬沢川が流れている。

第 1図 鍛治垣外遺跡の位置図
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第 2節 地形及び周辺の遺跡分布

第 2図  鍛治垣外遺跡周辺の地形及び遺跡分布図

1)地形 遺跡の位置する手良地域は、東に鉢伏山 (1456m)0不 動峰 (1374m)が連なる西に展

開する三峰り||に よつて形成された台地である。この台地と棚沢川や沢岡川それに合流する小河り||の

再浸食 して出来た複雑な段丘地形をつくっている地域である。

1。 鍛治垣外 7.鳥 ノ宮  13.孤垣外 19.鳴神   25。 宮の平 31。 二十平

2.古八幡  8.野 口畑  14.金 山  20.竜の沢  26。 砂場

3.堂垣外  9。 東松   15。 山伏塚 21.大百済毛 27.石見堂

4.野口   10。 大上   16.丸山  22.城 山   28。 中原

5.矢塚   11.入 林   17.浜 弓場 23.上村   29.地神原

6.辻垣外  12.フ ランベ 18。 近洞  24.社宮地  30.小荻原

-4-
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第 3節 手良地区の地質

第 3図  手良地区地質概界図

第 4図 -2 鍛治垣外遺跡地質柱状図 (第 3図 ×2地点)

鬼界アカホヤ火山灰を含む

ソフト 姶良Tn火 山灰を含む

赤色スコリア (径2～ 3oun)点 在

褐色火山灰,ハ ー ド

赤色スコリア (径2～ 3mln)点 在

軽石 (径 3‐ 10mln)混 在

灰褐色火山灰,非常にハー ド

赤色スコリア点在

褐色火山灰・ ややハ ー ド

赤褐色スコリア (径5～20mln)御岳軽石 Pm― Ⅳ

黒掲色火山灰,非常にハ =ド ,赤色スコリア混在

灰褐色火山灰,やや ソフ ト,赤褐色スコリア散在

褐色火山灰 (砂質),軽石混在

黄～橙色軽石 (径 1～3mln),御岳軽石 Pm― Ⅲ

らくだ色火山灰

橙色軽石

“

2～ 61nln) 御岳軽石 Pm― ‖'

らくだ色火山灰,軽石混在

編 」賃缶Plb鰐塑型坐型

黄色～自色軽石 (径 10～501nln),

御岳軽石 Pm― i

黒褐色部 (20～30mln)

灰褐色泥～砂

黄褐色泥～砂

礫 層

第 4図 鍛治垣外遺跡地質柱状図 (図 3の Xl地点)
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手良地域周辺の地質

手良地域は六道原扇状地の三峰川麓部に位置する。東側の山地は領家帯の高速花同岩よりなり、

鉢伏山と不動峰を結ぶ伊那市と高遠の分水嶺から高速寄りは領家変成岩となる。また、この変成岩

類は蟹沢の東方にも高速花商岩に囲まれて南北に細長く分布 している (図 3)こ の地域に分布する

領家変成岩類は、古生代及び中世代に海底に堆積 した砂や泥を主とする堆積物が、広域変成作用を

受けて雲母片岩や黒雲母片麻岩に変わったものである。また、これらの変成岩は中世代末から新生

代古第二紀にかけて貫入した高遠花商岩によつて接触変成作用を受け、花聞岩の周辺部では黄青石

ホルンフェルスなどを含む接触変成帯を形成している。

2.手良地域の段丘

この地域は三峰川によつて形成された六道原扇状と棚沢川などの小河川によつて形成された扇状

地の接点にあり、更にその扇状地を棚沢川や沢岡川が再浸食 して複雑な段丘地形を作つている。1987

年に図 3の ×1地点で大春化学いにより白土採掘のための穴が掘られた。この側壁の観察結果を柱

状図に表したものが図 4である。この地点では六道原扇状地の礫層の上に約 8万年前に降下し堆積

した御岳軽石層のPm-1が のり、更にその上位にはそれ以後に降下した軽石や火山灰を乗せてい

る (図 4-1)。 したがつてこの面が形成され段丘化した年代はPm_1の 軽石が降下した 8万年前

よりも以前のおよそ10万年前頃である。図 3の中位段丘面とした面は恐らくこの時代か或はやや後

に離水 して段丘化したものと思われる。

3.鍛 治垣外の地質

鍛治垣外の図3× 3地点で掘られた土木工事の溝での観察結果によれば、この面には×1地点に

見られたような軽石や火山灰の層はなく、礫層の上には厚さ約1.5mの砂層が3.5mの 深さまで観察

され、構成する礫の種類は砂岩や粘板岩、緑色岩を主とする5-20cmの亜円礫で、風化がかなり進

んでいる。これらの礫は東側の山地に分布する領家帯の岩石ではなく、中央構造線よりもさらに東

側の三波川帯や秩父帯、四万十帯から運ばれてきたものであり三峰り||の扇状地礫層と考えられる。

つまり、この付近まで時には三峰川が流れて扇状地礫層を堆積 し、×1地点と同じように離水後に

8万年前に降下した御岳軽石を乗せていたが、それ以後の棚沢川や沢岡川の浸食作用によつて削り

取られてしまつたものと思われる。

図4-2は図3× 2地点の住状図である。砂層は×3地点よりも厚く2.5mを越える。この砂層を

構成する砂粒は黒雲母や自雲母、石英、長石の他に少量の磁鉄鉱、しそ輝石、ジルコンなどが混じ

る。これらの鉱物は火山起源のものでなく、東方山地の領家帯の岩石に含まれる鉱物であり、主と

して沢岡川の上流の東松方面か、或は蟹沢の方面から流水によつて運ばれて堆積 したものと考えら

れる。砂層の下部から上部にかけて姶良Tn火山灰 (九州鹿児島湾の姶良カルデラから約 2万年前

に飛来した火山灰。略称AT)の火山ガラスと形態が一致するバブルウオール型 (電球の破片のよ

うなガラス片)の火山ガラスがわずかに含まれている。しかし、ガラスの含まれる量がごく僅かで



あることから、おそらく二次的に移動 してきて混じつたものであろう。

この砂層の断面におよそ 5層 の黒色帯が見られる。これらは堆積の体上期に植物が繁茂 し、それ

らの遺体が砂粒に混入したものである。したがって、この面は洪水によって土砂が堆積 し、しばら

く休止期間をおいてまたその上に堆積するということを何回か繰 り返 して現在に至ったものであろ

う。しかし、その年代を決定するような火山灰資料がないために、地層の各層準の細かな年代を推

定することはできないものの、ATの再堆積 したガラスが混入しているからこの地層の堆積年代は

ATが降下した約 2万年前よりも以後である。 (寺平)

第 4節 歴史的環境

本遺跡の周辺には、角城 (下手良)平安時代、辻西幡 (下手良)平安時代、南垣外 (下手良)平

安時代、松太郎久保 (下手良)縄文早期、中期、平安時代、丸山 (中坪)縄文中期、中世、館跡、

垣外 (下手良)縄文中期、東松 (野 口)縄文中期、弥生前期中期等の関連遺跡がある。

手良に残る城館址 「野口館城」空堀が残つている。「城山」 (中坪)の城郭には空堀と土塁が残 り

焼米や内耳が発見されている。「丸山の城」(中坪)空堀と土塁。「内城」(下手良)空堀 「浅間社城」

(下手良)空堀が残つている。「春日城」東松の西に当たる海抜850mの 山頂にある山城で、北側に

高い土塁がめぐっている小郭である。郭の北の尾根に堀切の空堀と小郭が設けられている。また、

南傾斜面に何段かの帯郭が認められる。これらの連郭式城は後方に結の城を持つ戦国時代よく作ら

れる城の形式に類似している。伊那市史には春日氏の城とされている。これら現在に残つている城

館址は中世中頃以後のものと考えられるもので、古代末中世初頭と言われるものは明らかでない。

地字 鍛治垣外遺跡付近に残る地字を拾つてみると、鍛治垣外は遺跡名になっているが、これは、

字の示すとおり鍛治場が付近にあった名残である。この遺跡の付近には何々垣外と言う地名が多く

集中している場所である。南垣外、千子垣外 (遺跡付近)、 中垣外、は旧街道に添つている地籍で、

町割風であるあたり、この近くに古い居館が存在しそうである。そのほか八幡山堂垣外、向垣外な

ど、垣外と言う地名がある。それ以外に中村、馬場、畑、原田、堀、城軒屋敷など古代から中世に

使われた地字が残っている。

薬師堂 薬師信仰は平安時代後期から鎌倉時代前期にかけて当地方に入つて来た信仰である。近

くに笠原薬師暦応 3年の銘がある仏像がある。また、野口には薬師ではない阿弥陀如来であるが鎌

倉期の像が存在する。堀之内の薬師は材は檜一本彫の尊像で、総長34cm、 螺髪の低い彫出法方は鎌

倉期によく見られるところである。時期は室町時代と考えられる。

堀、と言う地字は「城」と言う郭名の出て来る古い地字で、おそらく、平安末期中世初期の館を

思わしめる地字である。 (矢島)



第 5図 鍛治垣外遺跡周辺地字名図
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第Ⅲ章 遺構 と遺物

第 1節  調 査 の概 要

鍛治垣外遺跡の発掘は、南信土地改良事務所及び関係諸庁の補助による委託事業である。本調査

は予算的措置等により、63年 中に報告書の刊行が必要のため、実測図及び図版を主にし遺物の分類

は後 日にゆずることとした。

調査は、重機により表土を除いた後、鋤連がけで層を削り取 り、遺構の存在が確認された後、発

掘を行つた。

調査の結果、A地区からは第 1号住居址奈良時代末、第 2号住居址平安時代初頭の住居址 と、地

質の調査をすることができた。B地区からは第 3号、第 4号、第 5号、第 6号の平安時代の住居址、

堀 1号、堀 2号、中世初頭 と考えられる堀 と溝状遺構を調査することができた。

第 2節 遺構 と遺物

第 1号住居址

本住居址は、水田造成工事中V ll区に発見された住居址である。この場所は計画水田面が現況面

よりかなり低いように設計されているので、工事用の重機が住居址の床面近 くまで掘 り下げた時点

で発見されたので、壁は完全に破壊 された状態である。遺物の発見された付近には焼土や焼石が出

土 したので、住居址の 「カマ ド」であった可能性が強い。こうした現状からは住居址のプランはつ

かめなかったが、焼土や焼石 。床面の一部残存状態から、鍛治垣外 1号住居址 とした。 (友野 )

遺物  (第 7図、図版 3)

1は 口径23.5cm、 カメ形土器。器面箆削のあと浅いカキロ状の調整痕がみえる。2は 口径21.5cm、

器は荒い箆削痕が目立つ。器内面は横ナデ。 3は 口縁を欠 くカメ形土器。 4は 1と 同様のカメ形土

器.5は ロクロロの残つた底部。 6は底部。 7は土師の小カメ。 8は土師小形カメ。時代は城の内

Ⅳ～V期頃と考えられる。
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第 7図  第 1号住居址遺物実測図
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第 2号住居址

遺構  (第 8図、第 2表、図版 4)

本址は、試験掘 りの際、グリッド0-25地点に住居址のカマ ドと思われる遺構が発見され、これ

をグリッドP-25、 N-24、 P-24へ拡張 し、表土から約1.2m下層の砂地層に発見された竪穴式住

居址である。本址の推定出来る規模は、東西約 6m、 南北約5.5mを測るほぼ方形を有するものと思

われる。主軸の方位はEを示す。壁は、北側及び東側が比較的高く残存 し、壁高は27cm～ 15cm前後

で、南及び西側の壁高は、高い所で19cm、 低い所で10cmを測 り、壁は何れ も砂地の為、しまっては

いるが、もろくなつている。床面は、砂地の上に貼床されたものと思われるが、一部カマ ドの周辺

から南東の隅に設けられた入口までは貼床が残存 し固いタタキになっていただけで、恐 らく洪水等

により洗い流されたものと考えられるが砂地だけの床面としては、比較的表面だけは固く平らになっ

ていた。ピットは、1～ 10ま で検出され、主柱穴は、Pl、 P3、 P4、 P7が考えられる。径40cm

の円形で深さ54～ 45cm、 底は平 らで固い。 P2、 P5、 P6は間柱のものと思われ、径24～ 30cm、

深さ13cm前後である。P8は母屋柱に当たる柱穴であろうか、径30cm、 深さ23cm、 底は平 らである。

P9、 P10は入口に設けられた柱穴であると思われる。径20cm前後、深さ30cm前 後である。周溝は、

入口を除いては全体に検出され、南側及び南西部が浅く約 4～ 3 cmで 、その他は10cm前後である。

第 8図  第 2号住居址実測図
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第 9図  第2号住居址遺物分布図、接合関係図

カマ ドは、東側ほぼ中央に築かれた石芯粘土カマ ドで上部は崩れ落ち、カマ ドを造った粘土が床

面上に約1.5m程流出している。カマ ドの入口及び内部には、殆 ど完形に近い土師器カメ 2ヶ と破片

が検出された。カマ ド内の土器片は同一箇体のものである。 (′ lヽ 木曽)

遺物  (第 10011図、図版 5。 6)

本址からの出土遺物は、第 10、 11図 にかかげたものの外に、覆土中から土師器破片82片、須恵器

破片 4片、内耳破片 1片 が出土 したが器形復原の出来ないものである。

1は、土師器カメ、口径20cm、 器高36.6cm、 底部 9。 6cmで カマ ド内にほぼ完形の形で南北に横たわつ

て出土 した。器の上半分は表面内面共にロクロ使用の細い線が顕著にあらわれ、下部には輪積の痕

が残され、胎土は長石が多く入 り焼成は良好で、器肉の厚 さも薄 く0.6～ 0.7cm位 である。表面には、

ところどころに粘土混じりのおこげが付着している。底は、糸切痕。全体的には火を受け赤色を呈

し、胴の一部に黒く煤が付着している。2は、土師器カメで、口径18cm、 底8.5cm、 器高38。 9cmでカ

マ ド入日付近より半分に割れた形で出土した。復原後殆ど完形に近いものとなった。器面は凸凹し

ていて調整悪く粗成のもので、粘土分を含んだおこげが部分的に残存し、仕上げ時の櫛状器具によ

るカキロも付着した煤の間にところどころ残存している口縁内側にもカキロ痕が残る。底は木葉痕
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第11図  第 2号住居址出土土器拓影 (1:3)

である。又表面の縦半分は煤で黒く、反対の面は焼けて赤くなっている。器内は、きれいで汚れも

認められない。

3は、土師器カメで、本器の破片は大多数がカマ ド内から出土したが、少数の破片は床面全体に

散在し、接合の結果では五ヶ所に及んでおり、約 6割程の原形復原が可能となった。口径32.5cm、

器高40。 3cm、 底の径17.7cmを 測る。器面は、粗成らしく起伏が多く、上部約10cmは擦れていてざら

ざらの肌であるが、下部にはカキロが薄く残存し、又口縁部の外面内面共にロクロ調整と思われる

線状の痕が表れている。底部は大部分欠損で僅かしか残存していないが、本葉痕であると思われる。

4、 5、 6は、土師器鉢の底部に属する部分で、底は共に木葉痕である。 4の器面には細いカキ

目が、縦横に施され、表面は煤で黒い。 5は、器面が比較的きれいで、櫛状器具によるカキロが、

器の底から上に向かつて施され、調整の方法などを知ることが出来る。 以上の土師器の推定出来

る時代決定について、その形式編年から見れば、 2を代表して、真間末期から平安初期の国分期即

ち9世紀頃と思われる。

10は、須恵器長頸瓶の頸部で、口径8.4cm、 頸の長さ9。 2cm、 器肉の厚さは0.5cm～ 0.7cmで、ロク

ロ調整されている。内側には自然釉がかかつておる。形式編年からK-78に平行されるものと思わ

れる。11は、須恵器小椀、口径10cm、 器高4.6cm、 底は、糸切ツケ高台箆調整で、5。 8cmあ り、口縁

と底の比は、口径の%よ り底の方が0.8cm大 きい。形式から見れば平安初期国分Ⅱ期に平行されよう。

12は、須恵器の蓋の口縁部。13は、須恵器の皿、底は糸切痕。14は、鉄鏃の一部で先が欠損したも

のと思われる。15は 、刀子。16は、鉄滓。17は、カメ形土器の胴部で叩目。18-23は 、土師器口縁

破片。24は、縄文土器破片。25～ 34は 、座光寺原式に比定される土器片。25、 33、 34は、弥生式土

器の口縁部。35は、内耳鍋の口縁部。24～ 35ま での遺物は本址には関係なく、恐らく洪水等によつ

て流れ込んだものと考えられる。

24

-16-
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第12図 第 3号住居址実測図

第 3号住居址  (第 12図 、図版 7)

本住居址は、G-9区 画内に発見された住居址である。この住居址の検出面は、水田の耕土を重

機で除土した直下から発見された遺構である。規模は東西6.6m、 南北5。 6m.壁周辺22個の壁外柱

穴が存在する隅丸方形の竪穴式住居址で、住居内には主柱穴 Pl～ P4が配され高窓を有する入母

屋式の住居と考えられる住居である。カマ ドは北東の壁に作 られていたが、水田造成時に破壊 され

たものか焼土と焼石が付近に散在 している。カマ ドの南側に凹地があり灰や木炭が充満 していた。

東南の隅は出入 口と見えて段状になっていて、左右に柱穴があるのは、おそらく住居の出入口であ

ろう。床面には焼土や木炭が多く検出されたのはこの住居は火災にあったものであろう。 (早川 )

-17-
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第13図 第3号住居址遺物分布図

遺物  (第 14図、第 2表、図版 8)

第 3号住居址の遺物は140点余りであるが土師器の出土が最も多い。中には、縄文、弥生土器かと

思われるものもあるが、無文で時期は定かではない。本址における出土遺物は接合され完形となる

ものがひとつもない。住居址の中においては、北側にかたよつて出土がみられた。

石器は、敲打器 2、 焼石 4、 す り石 1、 石鏃 1、 黒曜石の争J石 1、 横刃形石器 1が出土した。焼

石はカマ ドの位置と考えられる住居址の北東部から出土した。
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第 2表  第 3号住居址遺物一覧表 (眼 高標高 746,569m)
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第14図  第 3号住居址遺物実測図
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第 4号住居址

(第14図 )

遺 構

本址は、堀 1

号の調査の為に

堀の西倶1ヘ トレ

ンチを開けた際

に地下約 lm下、

グリッドH-8

に床面を検出、

之を重機によつ

て更に拡張 し発

見された竪穴式

住居址である。

本址の南側が一

部破壊 されてい

るのは、す ぐ南

側には現在、瀬

沢川が流れ、そ

の源流は蟹沢と

F漱 二

靱

Ｒ
◎

Ｐ３⑥

第15図  第 4号住居址実測図及び遺物分布図

呼ばれる沢で、その氾濫の歴史は地層調査でも明らかな如 く、付近一帯は何回となく大洪水に見舞

われていることから、開墾 とか言 う事で人工的に大きな土手を崩 し、之を破壊 したものでなく、災

害により決壊されたものと考えられる。

前述 したこの様な事が真実であるか否かはさだかでないが、本址のプラン確認に当た り、北側約

半分を除いては困難であった。本址の推定出来る規模は、東西約5.2m前後、南北5.5m前後のほぼ

隅丸方形であると思われる。壁は、北側が高く27cm～ 17cm残存 し、南側は床面のみで切 られ壁は無

く、東側西側共に中央部で10cm前後である。床面は、約10cm位 の起伏はあつても平均にほぼ平 らで、

良好なタタキになつている。周溝は、北側で約18cm前後、東側で10cm～ 3 cm、 西側で約 6 cm～ 2 cm

程度認められた。ピットは、 1～ 11で 、主柱穴はPl、 P2、 P3、 P4が考えられ、P5、 P6、

P7、 P9は間柱的なものと考えられるが、P8は、補助的なものに該当するものと思われる。 P

ピットNQ
規     模 cm

大きさ    深さ
備  考 ピットNo

規     模 cm
大きさ    深さ

備 考

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

20× 16     -23
28× 29     -29
27× 26    -17.5
25× 26     -20
24× 24      -48
25× 27      -22

主柱穴

間 柱

P7

P8

P9

Pl。

PH

26× 24        -28

30× 28      -29
20× 18     -16
140X135      -13-―-26

80× 107    -18.5

間 柱

補助柱

間 柱

土 城

灰 溜

第 3表 第 4号住 ピット規模別一覧表
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たЦ  Jl

No

区| ナ板

No
器 flTl

レベル

眼高標高

746.569

欠損の

有無

規   模 cm
底 剖S 焼  成 備  考

口縁の任 高 さ 底の任

1 灰 釉 :倫 イと 椀 208.5 有 7.5 糸切ツケ高台ヘラ仕上 良

2 J二  膚「  t誓  皿l 206.5 不り1 不明 糸 切 赤
・色

220.0 赤 色

1
″ 台付糸切高

台      杯
208.0 完形 糸 切 台 付 高 台 良 白 っ |ざ し

5 杯 糸 LJJ 良 朱 色

良 赤 色

7 lllL 有 軟 か ダイダイ色

杯 完 形 良 朱 色

〃 台付糸切高
台     杯 良 ダイダイ色

z zJr llll 2.9 糸 切 台 付 高 台 良 半 分 朱 色

甕の底部 有 不 明 不 明 糸 切 良 焼けて赤レ

7 ,ヽ 皿 221.0 良 赤 レ

小 杯 214.0 良 や や 黒 レ

212.0 4.2 軟 か 赤 ν

14-1 良

フク土 灰 釉 陶 器 皿 フク土 不明 不 明 ツ ケ 高 台 良 美 濃 陶 器

第 4表  第 4号住居址出土土器一覧表

10は、土坑で浅いところで13cm、 一部深い処で26cmあ り黒土で埋まっていたが、覆土中には遺物は

検出されなかった。本土坑は上部に貼床 もないので、本址に属するものか否かは不明である。 P ll

は、灰で埋まっている為灰溜ではないかと思われる。出土 した遺物は、NQllの 甕形土器の底部で焼

けて赤 くなっていた。

カマ ドは、本址の北東隅よりやや南寄 りに築造されたが、殆 ど破壊 され、焼土中に10cm～ 20cm大

の石が残存 したのみで、カマ ドの型態は不明である。又南側中央やや北寄 りに床面が赤 く焼けてい

た。規模は約30× 30cmあ る。 (小木曽)

遺物  (第 15。 16図 、第 2表、図版 9010)

本址の出土遺物は、極 く少量で、第16図の外覆土中

の遺物は、土器破片11片、内黒破片 1片のみであつた。

完形 6個、復原されたもの 4個である。

1、 2は、土師質台付糸切高台とも言われ出土例が

比較的少ない地方的な色彩の濃いもので、最近の出土

例 として駒ケ根市反 目遺跡から同形の杯が出土し注目

され、調査結果に於いては11世紀頃とされ、主として、

①杯
皿

/1C｀

n/8γ
辻
=ター

杯

W

小 皿

台付高台杯
Noは H 「_No

第16図  第 4号住居址土師器出土状況配置図
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襴111
聰t 12
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フ ク土

第17図 第4号住居址出土土器実測図 (1:3)

祭器として使用したものと言われている。本器は、それに該当するものと考えられるが尚研究の余

地があると考えられる。 3～ 5、 9～ 11は、土師質杯、底は糸切。 6～ 8、 12、 13は、土師質皿で

糸切底。14は、カメの底部。15は、輪花椀、折戸53、 百代寺窯の4～ 5期の11世紀末に平行するも

の。16、 美濃灰釉陶器の底部、フク土より出土。大窯期の15世紀と推定できる。

尚、住居の北西の隅より出土した4～ 10の 7個 の土師器について考察するに、偶然にも全器が伏

せた状態で出土し、全く動いていないとすれば、器の配置から見てどんな結論が生まれるか今後の

研究を待つとしても、 5、 8、 10の器には酸化鉄とも焼けたともない、朱の色らしきものが塗られ

ているかに見えるのは恐らく祭記に用いられた事を更に色濃くするものである。

以上の事から本址の時代決定は、輪花椀に代表される平安時代11世紀末と思われる。

瘍
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第18図  第 5号住居址実測図

第 5号住居址  (第 18図、図版11)

本住居址は、調査用区画のF-11内 に発見された住居址である。住居址は堀 2号の調査中に検出

されたもので、その規模は東西6.Om南北5。 70mの隅丸方形の住居址である。本址は廃絶後堀 2号に

て北側一部残 して分断された形である。壁は東側の南半分 と南側が原形を止めているが、西側は第

6号住居址の壁 と接 していたところより壁面は不明である。壁の位置 と考えられる箇所に数個の径

10cm内外深さ10～ 6 cmの小穴が認められた。また、北側にわずかではあるが、床面と、壁を確認す

ることができたことで、この住居址のプランを知ることができた。柱穴はPl・ P2が認められた

が、他の柱穴は堀で削り取られたものと考えられる。柱穴間は2.25m、 柱穴の規模は長径35～38cm

の楕円直穴深さ51cmを測る。焼土は南東壁に接して認められたが、炉址とは考えられない。また、

東側壁に接して木炭の集中している所が検出されたが炉址とは認めがたいものである。Plと P2
との中間南側に発見された遺構は、径1.05m内外、深さ48cmの 土拡である。この土拡は本址よりも

後で作られたもののようである。本址は平安時代の遺構である。 (友野)

Ｒ
③ Ｐ‐０

rr` 〔二

i____」

 L__ 

「

__~~1~~_|__¨ 」 [~~~1 

「

___」  [~~1~~~~~_____ 

「

___1___¨ _1 

「

´´´:´ ~´ ´_|¨__:::::::I:::::::::::I::::::::::I::::::l・

新 しい土拡

溝状遺構
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ミ

第 6号住居址実測図

第 6号住居址  (第 19図、図版11)

本址はFG-9010の調査区内に発見された遺構である。この住居址は住居の四分の一ほどが検

出されたのみで、他は堀で破壊されてしまつたものである。壁はP3の南にわずかに認められたが、

他はほとんど破壊されてしまった。主柱穴はP2と 考えられるが他は不明である。P3の西に焼土

があり石が焼けている所が認められたが、炉址と断定するまでには至らなかった。本址は平安時代

の住居址である。 (友野)

■

―

―

‐

第19図  第 6号住居址実測図

新しく作られた土拡
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ニリ

ミ_上  上

堀 1号平面図

0          2          4m

凡    例

11水 田の地場

21砂に褐色土混 り (灰褐色 )

31褐色土に砂混入 (や や褐色 )

41砂 (白 い )

51黒土 に細い砂混 り

61ロ ー ム塊

凡    例

11水 田の地上

21砂 に褐色土混入 (やや黄味 )

31砂 に褐色土混 り(灰褐色 )

41褐 色土に砂混入 (や や褐色 )

51砂 (白 い )

61黒 土に砂混 り

71砂混 りの粘質 ローム

81ソ フ トローム (流れ込み )

第20図 堀 1号実測図





堀 1号  (第 20図 、図版13)

堀 1号は、E～ Gの 6。 7グ リッドに発見された遺構である。この堀は現水田地場下面に検出さ

れたものであるため、堀が作 られた当時の面を知るよしもないが、北側の畑地面はあまり変わって

いないようであるので、この面を基準とすると、現地表面より50～ 1.Omぐ らいと推脚lさ れる。

今回発見された堀は、北側道跡端より南段丘まで長 さ24.5mを計る。堀の上面幅潰1定位置でA―

B地点2.4mo c一 D点 では2.4m、 堀の最大幅は2.65m、 最少幅は1.5m。 深さはA― B地点で1.05

m東堀端では2.50m、 この比高は24cm、 勾配 2度を計る。堀は砂質テフラに掘 り込まれて作 られて

いる。この堀 も廃絶後 6～ 7回 にわたって埋没 したものである。遺物は図面に示されている位置に

発見された。いずれも流出及び落込によるものである。掘型は箱薬研である。この堀の作 られた年

代は中世初期頃と推定される。 (友 野 )

第21図  鍛治垣外 B地区実測図
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KG表採
T上1:′

 22-

鍛冶垣外遺跡出土遺物、 1・ 2-1号 の堀、 3・ 4-2号の堀、5,6・ 7・ 8-ト レンチ、の上の田試堀 10・ H上の

田溝内 12・ 14・ 15・ 17・ 18・ 19。 20タ テ穴東溝 13上の田東溝 21-表採 22-1紡 鍾車、22-2鉄釉長頸壺。

第22図  堀 1号 2号 その他 出土遺物
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堀 1号 2号その他出土遺物

1.堀 1号のカメロ縁部、器面に横ナデの整形痕がみえる土師器の破片である。

2.堀 1号出土の灰釉碗は破片である。

3.堀 2号出土のカメ形土器の破片は弥生後期か。

4.堀 2号出上のカメ形土器、底部に木葉痕あり、弥生後期か。

5。 T-13は 、木葉痕のある弥生後期のカメ形土器。

6.T-13は 、須恵器の宝珠 9世紀頃。

7.グ リッド9の付近の表採、灰釉陶器折戸53期。

8.F-13グ リッド出土の須恵器碗、糸切底、平安時代。

9.堀付近の表採、灰釉陶器の碗の底部、折戸53期。

10.貯水池水路西水路出土、糸切底のある土師器の浅皿、平安時代末か。

11。 上の田溝内山た1出土、糸切底のある土師器皿、平安時代末か。

12.竪穴東溝出土、土師器の皿、平安時代末か。

13.上の田の東溝出土、高台の須恵器の碗の底部、ロクロロがのこる。平安時代か。

14.竪 穴の東溝内出土、灰釉の碗、折戸53期。

15。 竪穴の東溝内出土、須恵器の底部、 9世紀頃か。

16.欠 番

17.竪穴東溝出土、灰釉四耳壺、12世紀代か。

18。 竪穴東溝出土、灰釉瓶の底部、平安。

19.竪穴東溝出土、鉄釉、高台付近カメの底部、登 り窯。

20。 竪穴東溝出土、青磁、画花文碗。13-14世紀。

21.KG、 表採、土師器のカメ底部破片。

22-1.KG、 表採、石製紡垂車、時期不明。

22-2.T13鉄釉―長頸壺、大窯期。

23.KG、 単独埋ガメ、縄文中期後葉の深鉢形土器。

上の田表採、寛永通宝。



1堀
2号  (第 24図 、図版15016017)

堀 2号は、E～ Gの 9～ 11区 画内に発見された遺構である。この堀 も水田に検出されている関係

で、原地表は推定するほかはない。本堀はE-9か らEの 11区 画までの範囲28mにおよんでいた。

堀の方向は東西の向に掘 られた堀である。堀の断面は東よりA・ B、 E・ F、 G・ Hと 3ヶ 所にi没

け実測 した。その成果は実測図に示 したとお りである。堀幅は上面でG・ Hでは約4.7m、 堀底で平

均30～ 40cmを 測る。深さは19.5mを 測る。堀 2号は改田のためかなり破壊されていて、不整形であ

る。勾配は 2度である。堀の形式は明らかでないが箱薬研 と思われるものである。

溝状遺構  (第 24図 、図版14)

溝状遺構はE・ Fの 10～ 12区 画に発見された遺構である。調査 した遺構の延長は20m、 溝の上面

幅は北側で lm、 南側溝で lmの 2本である。この 2本の溝がE・ Fの 11の 中間で貯水池に合流す

る。それから西は上幅2.5m溝底幅50cm内外の溝 とな り第 5号住居址の南を西側に向かつて流れてい

る。この溝状遺構の作 られた年代は不明であるが、堀 2号 より新 しく作 られたものであることは確

かである。

貯水池  (第 24図 、図版14)

貯水池は、Eの 11区 画に発見された遺構である。

この貯水池は 2本の溝の集合の池 と考えられるが、

することはできない。 (友 野)

規模は長径 1.8m、 短径1.6m、 深さ44cmを 計る。

上流の状況がわからないので、この点明らかに
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第23図  G-9グ リッ ド出土器実測図
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所

鍛治垣外遺跡の報告に当たっては各項で詳細に述べてきたので、ここでは調査中に知 り得た二、

三の問題点について記し所見としたい。

1.鍛治垣外の所在する地域は古い三峰川の扇状地の東端に当たっている地域である。この扇状

地に東方の山地より流出した土砂の堆積などで、地形に変化をもたらしてきた。その後テフラの降

下後にも幾度か流出が繰 り返されて形成されたのが、鍛治垣外の現地形である。

2。 今回調査が実施された地域は鍛治垣外遺跡となっているが、実は南側が鍛治垣外で北側は堀

之内地域である。この堀之内地籍の発掘の結果、堀が発見された。このことから、堀之内という地

字に関連して古代居館跡の所在と合わせて考えてみたい。堀之内地籍には垣外という地字が多い、

例えば向垣外、南垣外、鍛治垣外、千子垣外など「垣外」に囲まれているのが堀之内地籍である。

そもそも、垣外というのは屋敷の外ではなく「垣」の内という意味である。例えば、豪族の領有地

内ということである。以上のことから堀之内は古い土豪の居館跡地と考えられるのである。

3。 鍛治垣外遺跡は縄文中期の遺跡とされていたが、今回の調査で縄文中期、弥生後期、奈良時

代、平安時代、中世にわたつての遺跡であることが確認された。

4.春 日城の南の山麓に接した水田から杉材による割板の木棚が発見された。また、その付近の

畑から弥生後期の土器片も発見されていることから、弥生時代の水田が存在していたことを物語る

資料として注目されるところとなつた。

5。 春日城址 本址は、東松地籍 と堀之内地籍にまたがっている城跡であり、春日氏の城といわ

れている城である。城跡は尾根状に作られた連郭式の城郭である。城の南側には何段かの帯郭が残つ

ている。また、北側には小郭と空堀が残 り、時代を物語つている。主郭の北西には小高い土塁がめ

ぐっているあたり、戦国期の山城形式を思わしめるものがある。

6.薬師堂 堀之内の北側の小高い山麓に薬師堂がある。現在は向山俊雄氏が管理している。本

尊薬師如来は螺髪が低目と衣文の切味は鎌倉時代の形式をもつた室町時代の尊像である。この薬師

如来は目の病に効果があるといわれ、祈願の絵馬が奉納されている。この薬師信仰は、平安時代末

から鎌倉期にかけて伊那谷に入つてきた信仰である。

この度の調査で地元の向山俊雄氏他多くの方々、発掘の御指導を賜つた上伊那地方事務所土地改

良課の市瀬広幸氏、伊那市教育委員会社会教育課の蟹沢典人課長、矢沢巧課長補佐、早川宏主事の

並々ならぬ御援助に対し心より感謝申し上げる次第であります。

見

調査団長  友野良一



あ と が き

本報告書の刊行は昭和63年度内を義務づけられており、調査団長、調査員の諸先生方はそれぞれ

他に激務の仕事があるにもかかわらず、本報告書作成に絶大な御尽力を賜 り、事務局として感謝に

絶えない次第であります。

発掘の経過及び発掘の成果については本報告書中に記載されているので参考にして下さい。その

中で、主たる成果を述べてみたいと思います。奈良時代竪穴住居址の検出は古代手良郷の存在を意

味づけ、中世館跡の発見は中世笠原庄との関連をそれぞれ探求する上で今後、多いに本報告書を活

用することを願つてやまない。

各自が多忙であったので、原稿を印刷所へ送るのが、若干おくれ、報告書を期限一杯までに刊行

するのが精一杯であった為に多少の不手際があつたと思います。

ともあれ、ここに、本報告書刊行までには発掘調査から長い道のりがあつた、本報告書を手に取つ

てみて、今までの苦労がひしひしと手に伝わつてくる思いがします。

最後に、数々の御無理をお願いした友野良一団長、調査員諸先生に衷心より感謝の意を表する次

第であります。

伊那市教育委員会

社会教育課
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図版 1

1 山の脇洞より遺跡を南へ望も 2 遺跡より山の脇洞を望む



図版 2
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図版 3
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1～ 4 第 1号住居址出土土器
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1 第 2号住居址

2～ 5 第 2号住居址遺物出土状態



図版 5
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1～ 5 第 2号住居址出土土器
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図版 6

1～ 5 第 2号住居址出土遺物



図版 7

2.第 3号住居址遺物出土状態

1 第 3号住居址

3 第 4号住居址



図版 8

1～ 11 第 3号住居址出土遺物



図版 9

1～ 5 第 4号住居址遺物出土状態



「
―
―
―

図版 10
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1～ 17 第 4号住居址出土遺物



図版 11

1.第 5号住居址

46`イ i

2.3 第 6号住居址
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図版 12

8～ 11 第 6号住居址出土遺物
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1～ 7 第 5号住居址出土遺物



図版 13

l.堀 1号  2 堀 1号 北側断面  3 堀 1号南側断面



図版 14

1.溝状遺構 2.貯 水池



図版 15

1.2 堀 2号

-51-



図版 16
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16

l～ 13 堀 2号 出土遺物 15～ 17 堀 2号出土遺物



図版 17

1～ 11 堀 2号出土遺物



図版 18

6.薬師堂薬師観音

向山俊雄 氏宅地 内土塁跡
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2. 31.堀 の内地区土塁跡 4 春日城址 5.薬師堂北側石仏



図版 19

遺跡を南より望む

遺跡 を北より望む
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図版 20

発掘風景

発掘調査団のみなさん
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